
拡大するＰＬＣモーション市場
（株）テクノ 2007.6.18

ＰＬＣモーションの多軸搬送系システムへの展開が目立ちます。
搬送系やロボットでも、正確でなめらかな軌跡制御が必要で、関節型ロボットの直交系指令やティー
チングでは、機構変換による制御も求められてます。また、加工機・多軸ロボット・電子カム・電子シャ
フト・同期追従などのニーズが複合的に要求される傾向です。
これらを背景に、ＦＡ－Ｍ３Ｒ（ラダー制御／ＲＴＯＳ）との連携により、ＰＬＣモーションの拡張性やキャ
パシティは格段に向上しています。

１ ＰＬＣモーションの強み

１－１ 多軸・多系列搬送系への対応（ＰＬＭＣ－Ｍ�ＥＸ）
マルチタスク ８系列の運転を並列処理
マクロ機能強化 変数拡張 演算機能の拡張 ＰＬＣダイレクト（共有マクロ）変数
１６軸化 物理軸１６軸（タスク内の論理軸９軸）
運転プログラム強化 本数拡張 ステップ数の選択（基本ブロック×ｎ）
独立多軸 並列で非同期の位置決め
機構変換 スカラー、リンク、パラレル機構など（セミカスタム対応）

１－２ オープンＭＣの本来のメリット・強み
ＮＣ技術 Ｇ言語やテクノ言語で運転。ＮＣ／ロボット制御の基本機能を集約。
緻密モーション 正確でなめらかな軌跡制御/連続の微小多軸補間。
豊富なモーション 接線制御、平行軸、ＤＮＣなど各種オプションを完成形で準備。
軸とＩＯ制御 モーションと直結したＩＯ制御。
電子カム フレキシブル電子カムや１００軸同期システムなど。
簡単 ユーザは、モーション機能の応用に専念。特殊言語での設計は不要。
専用化 カスタマイズ対応も可能。
モーション解析 軌跡の精度解析機能を内蔵。サーボ系の調査や最適調整に有効。
小型集約 ワンモジュールで、信頼性・組み込み性・コストパフォーマンスが高い。

１－３ 汎用ＰＬＣ「ＦＡ-Ｍ３Ｒ」のメリット
汎用ラダー制御 高速・汎用なラダー制御から簡単にＮＣ／ロボット制御を利用。
拡張性 アナログ、カウンタ、ＩＯ、ネットワークなど拡張自由。
ＲＴＯＳ Vxw orks、ITR O Nなどから直接使用可能。ＬＩＢ接続を準備予定。
画像処理 画像処理と強力に連携。
イーサネット ＬＡＮ応用で、生産管理・リモート診断・システム連携などが可能。

１－４ ＰＣ／ＰＬＣ／ＭＣの連携
ＰＣ資産の展開 ＰＣソフトからもダイレクトに接続。（ＤＬＬ／イーサネット）

従来のＰＣ関連資産がそのまま有効活用。
ＰＣ／ＰＬＣ／ＭＣのすべてのメリットを享受。

統一コントローラ あらゆる応用に対応可能な拡張性や柔軟性。技術の水平展開。

１－５ 選択肢の広さと技術の水平展開
多軸・高付加価値 ＰＬＭＣ－Ｍ�による本格的システム。
小・中規模 パルス列指令型ＰＬＭＣ４０によるＰＬＣモーション。
低コスト ＳＬＭワンボード型。ＰＬＣモーションと応用手法は共通。
水平展開 ＰＣやラダー制御の仕組みは共通。応用技術が簡単に展開。

２ 背景

２－１ 搬送系においても緻密なモーションが必要
今までは、位置決めが中心だった → ＰＬＣモーションなら正確な輪郭制御
途中の軌跡がずれる → 完全な軌跡精度（多軸補間、同期制御）
ロボット系のティーチングが困難 → 機構演算で直交系指令
タクトがあがらない → パスポイントを細かく・たくさん指定して

なめらか正確に動作
力やトルクの制御も必要になった → トルク指令やトルク制限
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２－２ ＰＣベースの不安を解消
ＰＣ関連製品だけでは不足 → ＰＬＣ関連の拡張性とＰＣとの接続性
信頼性に不安 → ＰＬＣのモジュール構成で安心
製品供給の不安 → ＦＡメーカの長期安定供給
規格対応が不十分 → 各種規格対応
海外での入手困難 → 世界的な保守体制（横河電機）

２－３ ＰＬＣの位置決めでは不足
ＰＬＣラダーの負担大 → ＰＬＭＣが自立的に制御（ラダー負担最少）
多軸だとさらに複雑 → 多軸・多系列をＰＬＭＣでまとめて制御
単純な動きだけ → 豊富なモーション機能で多様な動作
自動運転が弱い → 運転プログラムが使える（Ｇ言語/ロボット言語）

２－４ 自社／専用ボードの限界
最新のＡＣサーボと相性が悪い → M echatrolinkでサーボ選択の自由度アップ
汎用性が無い → 汎用で高性能なプラットフォームに

自社ノウハウを埋め込める仕組み
能力不足 → 業界トップクラスのＣＰＵ性能

豊富なモーション機能を利用
自社での保守が大変 → ユーザにとって特別な保守は不要
部品入手が困難 → ＭＣメーカに任せて、ユーザは応用に集中

３ ＰＬＣモーションの適用

３－１ 高付加価値システムの制御：ＰＬＭＣ－Ｍ�
PLM C -M �は、高度で付加価値の高いマシンに最適です。ＦＡ－Ｍ３Ｒとの連携によって、機能・
性能・拡張性・信頼性・応用面の自由度などすべての面で高いパフォーマンスを実現します。

３－２ あらゆる緻密モーションがターゲット
他社ＭＣでは、加工機系・搬送系などに応じてＯＳの選択が必要な場合もありますが、
ＰＬＭＣでは、同一システムで加工機・搬送ロボット・精密ステージ制御・同期系・成型
機など複合的に対応できます。マルチタスク・多系列機能により、１台のＰＬＭＣ－Ｍ�
で、搬送・加工・検査など、複数のステーションを同時に制御できます。

３－３ パルス列指令で周辺制御
小規模でコスト重視のシステムには、ＰＬＭＣ４０やＳＬＭのパルス列指令が向いています。
特にパルスモータ、パルス列指令型サーボの応用では必須です。
オープンＭＣ製品は、すべてが同じ設計手法なので、技術やソフトの水平展開が可能です。

３－４ 小規模から高付加価値システムまで
高付加価値システムから単機能マシンまで、同じ設計手法のオープンＭＣ製品を最適選択。
お客様のソフト資産や応用設計の水平展開が容易で、設備開発の効率化が進みます。

３－５ モーション関連は、トータルに支援
オープンＭＣ製品の守備範囲の広さ、テクノの豊富なモーション制御スキル、協力企業による
ＣＡＭ・生産管理・画像処理などの上位・周辺システム開発などトータルに支援します。

４ 得意な応用事例

以下の応用事例が目立ちます。

同期制御 電子カム・電子シャフト・１００軸同期など、高タクト・緻密モーションを必要とするマシン
電子部品 精密な微小電子部品メーカの専用設備。緻密モーションをベースにして、画像処理

連携、ユーザ社内ノウハウの組み込みなどが強みです。
高速緻密 ＩＣボンダー、実装機など、高速・高精度なモーション制御。
精密組立 画像処理連携の精密アライメントや力制御など。
ＦＰＤ設備 精密テーブル制御、ヨーイングなどの機構補正、特殊ノズルの同期制御など

精密モーションとヘッド制御の融合が強みです。
多軸搬送系 多軸・多系列のロボット制御には、マルチタスクや機構変換が活躍します。
専用加工機 切削・研磨などあらゆる精密加工。レーザヘッドとの連携。

ＮＣ技術を必要とする市場。
成形機 サーボプレス、射出成形、その他成型機。トルク指令を必要とするマシン。
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５ ＰＬＣモーション関連トピックス

トルク制御 トルク指令やトルク制限付き指令（対応可能）
多軸・多系列システム ７月リリース予定（マクロ機能の拡張は、その後）

１６軸 ８タスク 運転プログラム本数の拡張
高速オシレーション機能 テクノ社内実験をほぼ完了

例：５０hzの往復動作で振幅誤差が数パルス（低速～高速）
高速小円軌跡 実験など進行中。高速レーザ加工などへの応用。

例：０．１φの円 約50m secで１周 真円精度良好
円弧だけでなく、高速高精度な軌跡制御が可能。

ＲＴＯＳ対応 Ｖxw orksやN O RTｉ向けのサンプルソフトやライブラリを準備中

６ オープンＭＣの選択肢

ワンボード型からＰＬＣモーションまで、ＰＬＣとの連携やパフォーマンスの特質差はありますが、
オープンＭＣの本質は同等です。各々の特質と選択肢の広さを活かしてください。

名称 スタンドアロン型 ＰＬＣモーション
ワンボードオープンＭＣ ４軸パルス列指令 M echatrolink仕様

型式 ＳＬＭ４０００ ＰＬＭＣ４０ ＰＬＭＣ－Ｍ�EX
外観

規模 小規模 単機能 小・中規模 本格的 高付加価値
M C部 ４軸パルス列指令 ４軸パルス列指令 M echatrolink-�
基本仕様 M ax４M PPS M ax４M PPS 高速・省配線・多軸制御

ＦＢ入力×２ ５M PPS ＦＢ入力×２ ５M PPS トルク制御 １６軸
入力３２ 出力３２ 入力１８ 出力１６ ８タスク
RS２３２×2ch RS２３２×2ch １Ｇｐｐｓ（専用化仕様）
ＵＳＢ 並列同期ＳＹＮＣ （ｎｍ制御で1m /秒）
手動パルサ ＡＤ入力 ＦＡＭ３Ｒ ＩＯ制御 手動パルサＩＦ外部カウンタ
ＤＡ出力 拡張 ジョイスティック

共通機能 Ｇ言語 テクノ言語 マルチタスク マクロ機能 多軸補間 なめらか連続微小補間
ＮＣ技 術 ＤＮＣ 径補正 ツール長補正 ピッチエラー補正 主軸制御 ポイント位置決め
ロボット ティーチング機能 シングルステップ オーバライド 汎用入力判別 汎用出力制御
制御 Ｍコード出力 軸形態（直動、旋回、回転）
補助機能 センサーラッチ 平行軸制御 接線制御 電子カム 同期追従
データ 運転プログラム パラメタ 補正値テーブル システム設定変数 マクロ変数

ロギングデータ（モーション解析）
操作 操作入力 機械パネルＩＦ ＰＣ運転 ＰＬＣ運転 手動パルサ ジョイスティック
専用化 ロボット機構変換 巻線機仕様 特殊な補正機能
ＰＣ応用 テクノ標準PCソフト（運転ソフト、設定ソフト）

テクノＤＬＬ応用（ユーザソフト、汎用ソフトからダイレクト運転）
ＰＣ接続 RS232/U SB FA M 3Rパソコンリンク（イーサネット／RS232）

ＰＣ／ＰＬＣ／オープンＭＣの三位一体
PLC テキスト通信仕様 標準ラダーIF（IO、レジスタ、コマンド方式）
ラダー RS232接続 PLM Cの運転・操作・監視 サンプルラダー提供

Ｍコード指令 ダイナミックデータローディング
ＰＬＣ テキスト通信仕様 標準ソフトIF（IO、レジスタ、コマンド方式）
RTO S RS232接続 PLM Cの運転・操作・監視
Vxw orks Ｍコード指令 サンプルソース／ＬＩＢ提供
NO RTi データの送受信（ＰＣのＤＬＬ接続と同等）

ＤＮＣ運転 運転プログラムテキスト解析
RTO S 独自生産技術をC言語で構築（独自性、高性能、守秘）
応用 生産管理 画像処理 アライメント ライン制御 特殊な補正機能
特徴 ワンボード 低価格 外部ＦＢ同期追従制御 M echatrolink：多軸・省配線・

１００軸完全同期運転 超精密・トルク制御
応用分野 小型加工機 卓上マシン 電子カム・同期マシン 半導体製造設備

ロボット ３次元計測 半導体製造設備 超精密ステージ制御
カッティングマシン 専用加工機 ロボット 多軸ロボット 専用加工機
単機能マシン 多ヘッド/マルチステーション

精度解析 ＴＰＣ－ＥＸＣＥＬソフト：軌跡精度解析、サーボ系の調査や最適調整
緻密モーションの実機性能を定量解析
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７ オープンＭＣのシステム構成

ＰＬＣモーションの最大の特徴は、「ＦＡ－Ｍ３Ｒ」のラダーＣＰＵやＲＴＯＳモジュールと強力に連携
できる点にあります。
また、オープンＭＣの周辺接続は、シリーズによらずほぼ同等で、ＰＣ・タッチパネル・操作スイッチ・
ＰＬＣなどは、必要に応じて接続できます。
上位ソフトやマンマシンＩＦの技術資産は、そのまま水平展開できます。

７－１ ワンボード型オープンＭＣ ＳＬＭ４０００

RS232 ＳＬＭ４０００
標準ソフト ＰＣ ﾃ ｸ ﾉ /U SB ４軸パルス列指令
ユーザソフト DLL 入力３２点 出力３２点

window s ＦＢカウント ＡＤ／ＤＡ
M ｺｰ ﾄﾞ

日常操作 タッチ 機械操作 RS232 外付けＰＬＣ
RS232/IO スイッチパネル

７－２ 小中規模ＰＬＣモーション ＰＬＭＣ４０

FA-M 3R
RS232 ﾗﾀﾞー /R TO S PLM C 40

標準ソフト ＰＣ ﾃ ｸ ﾉ ｲｰ ｻ ﾈ ｯﾄ ４軸パルス列指令
ユーザソフト DLL 入力１８点 出力１６点

window s 完全同期並列運転
１００軸同期）

日常操作 タッチ 機械操作 ＦＡ-Ｍ３Ｒによる拡張
パネル RS232/IO スイッチ ＩＯ、アナログ、カウンタ、通信など

７－３ 本格的ＰＬＣモーション ＰＬＭＣ－Ｍ�EX
FA -M 3R

RS232 ﾗﾀﾞー /R TO S PLM C -M �ＥＸ
標準ソフト ＰＣ ﾃ ｸ ﾉ ｲｰ ｻ ﾈ ｯﾄ M echatrolink-�
ユーザソフト DLL １６軸 位置、速度、トルク

window s
ＦＡ-Ｍ３Ｒによる拡張

日常操作 タッチ 機械操作 ＩＯ、アナログ、カウンタ、通信など
パネル RS232/IO スイッチ


